
大飯発電所において
異常等がないことが
確認されれば

緊急時（空間放射線）モニタリング
《避難又は一時移転の指示》

測定結果に応じて， 国が判断し， 指示する。

屋外スピーカー防災ラジオ発信

原子力災害発生時の対応について【広河原地域】

広
河
原
地
域
の
皆
さ
ま
の
動
き

①避難時
集合場所

②避難退域
時検査場所

③避難所

元堰源小学校
花背山の家

スポーツゾーン
花背山の家

・安定ヨウ素剤の配布
・避難者名簿作成

・車及び人の検査 ・避難生活

下記① ～ ③ の開設・運営

・情報に注意 ・情報に注意
・屋内退避の準備
・備蓄品の確認等
（非常時持出品）
（飲料水）
（非常食）など

《緊急時避難マニュアルに基づく対応》
・情報伝達（緊急連絡網）
・避難又は一時移転の実施
・自力避難が困難な方への援助
・避難時の住民相互の助け合い（自家用車乗合等）など

情報収集
事態

警戒
事態

施設敷地緊急
事態

全面緊急
事態

避難

一時移転
※一週間程度内に

収束
放射性物質

放出
500μSv/h 超

20μSv/h 超の状態が継続
（24時間経過後）

おおい町
震度５弱or５強

地震発生

おおい町
震度６弱以上

地震発生

例.全交流電源喪失
（３０分以上継続）

【京都市】
原子力災害情報

連絡本部

【UPZ地域 全員共通の動き】

【京都市】
原子力災害
警戒本部

【京都市】
災害対策本部

《原子力緊急事態宣言》

情報伝達 情報伝達 情報伝達 情報伝達 情報伝達

・情報に注意
・屋内退避の実施
（外出しない）
（窓・扉等を閉める）
（換気扇を止める）

大
飯
発
電
所

京
都
市

状
況

例.外部電源喪失
（３時間以上継続）

※各地域の空間放射線量を
測定，継続して監視する。

情報伝達

継続して情報伝達，避難支援等の措置を実施

例. 冷却機能喪失

屋内退避
の準備

今後の情報
に注意

屋内退避
の指示

屋内退避
の継続

避難又は一時
移転の指示

今後の情報
に注意

発電所

防
災
ラ
ジ
オ

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

・情報に注意 ・情報に注意
・屋内退避の継続
・避難又は一時移転
の準備
・持出品の確認
（非常時持出品）
（着替え,貴重品）など

マイクロシーベルト

マイクロシーベルト
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防災ラジオに関するアンケート 
 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２１日，屋外スピーカー・防災ラジオの緊急放送訓練を実
施します。 

御自宅の防災ラジオの受信状況を確認し，それぞれの質問へ
の記入をお願いします。緊急放送訓練時に屋外にいらっしゃった
場合は，２も併せて記入をお願いします。 

１  防災ラジオの緊急放送訓練の音声は聞こえましたか？ 
（いずれかに○） 

（  ） 内容も含め，聞き取れた 

（  ） サイレン音・音声は聞こえたが，内容は理解できなかった 

（  ） 聞こえなかった 

（  ） 不在にしていたため，わからない 

２  屋外スピーカーの緊急放送訓練の音声は聞こえましたか？ 
（いずれかに○） 

（  ） 内容も含め，聞き取れた 

（  ） サイレン音・音声は聞こえたが，内容は理解できなかった 

（  ） 聞こえなかった   ⇒ 放送時，どこにいましたか？ 
                       （                            ） 
（  ） 不在にしていたため，わからない 

裏面に続きます。 
 

住所 広河原      町 

             

氏名(世帯主)  

ラジオ番号 

(京都市記入欄) 
Ｍ１９０３１０    
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３  お配りしている「原子力災害発生時の対応について」の内容

等で，疑問に思われていることなどがあれば，御記入ください。 
 
 
 
 
 

 
 
４  今回の緊急放送訓練について，御意見などがあれば，御記 
  入ください。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 御協力ありがとうございました。 
 

《お問合せ先》 

京都市行財政局防災危機管理室（担当：居藏
い ぐ ら

・楫
か じ

） 

Tel：０７５－２２２－３２１０ 
　 　 


